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平成１８年度第１２回宮崎大学役員会議事要旨

日 時 平成１８年１０月２６日（木） １５：００～１６：３５

場 所 宮崎大学事務局大会議室（事務局棟４階）

委 員 住吉学長、名和理事、碇理事、江藤理事、大谷理事、吉良理事

オブザーバ 水光副学長、谷本副学長、岩切監事、木下監事

列席者 北村経営統括監、山根財務部長、奥村施設環境部長、金城学術研究協力部長、関学務部長、

羽室企画課長、上原人事課長、大園評価課長、南財務課長 外

議事要旨の確認

【資料１，２，３】により平成１８年度第９回役員会、第１０回臨時役員会（戦略会議 、）

第１１回役員会（戦略会議）の議事要旨の確認があり、原案どおり承認された。

議 事

１．ＦＡＰ国際連合大学私費留学生育英資金貸与事業について

【 】 、 、名和理事から 資料４ により ＦＡＰ国際連合大学私費留学生育英資金貸与事業について

留学生が当該育英資金を借受するためには、協力大学としての契約締結が必要である旨の説明

があった。

審議の結果、留学生が借受を希望した場合に対応できるよう、協力大学として契約を締結し

ておくということで承認された。

２．平成１９年度科学研究費補助金申請に対するインセンティブ付与について

名和理事から、先の役員会において検討依頼のあった平成１９年度科学研究費補助金申請に

対するインセンティブ付与について、大学研究委員会で検討した結果 【資料５】により、方、

針がまとまった旨の説明があった。

審議の結果、原案どおりの方針で実施することが承認された。

報 告

１．平成１８年度人件費の推計について
財務部長から、第一期中期計画期間及び総人件費改革の実行計画期間における人件費につい

て、直近のデータに基づき見直した結果 【資料６】のとおりとなった旨の報告があった。、
なお、これは現時点でのシミュレーションであり、今後、定期的に見直すことはもとより、

国の施策等による人件費の取扱いの変更などにも、その都度対応し、方向性を検討する必要が
ある旨の発言があった。

２．平成１８年度人事院勧告を実施した場合の影響額について
人事課長から、平成１８年度人事院勧告を実施した場合の影響額について 【資料７】によ、

り報告があった。

３．国立大学評価委員会の「平成１７年度に係る業務の実績に関する評価結果」の課題等に対する
取組について
水光副学長から【資料８】により、国立大学評価委員会からの「平成１７年度に係る業務の

実績に関する評価結果」に基づき、指摘された課題等について評価室で取りまとめたので、そ
れぞれについて対応願いたい旨の説明があった。

４．中期目標・中期計画に基づく平成１９年度事業計画の作成について
水光副学長から【資料９】により、各統括体制の長等に対して、平成２０年度に暫定評価が

行われることから、平成１９年度末までに中期目標・中期計画を達成することを念頭に平成１
９年度事業計画の作成を依頼している旨の報告があった。
また、特別の事情により平成１９年度末までに達成できない計画については、平成２１年度
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までのスケジュール・実施計画を立てるよう併せて依頼している旨の報告があった。

５．宮崎大学における情報化推進基本構想について
水光副学長から【資料１０】により、宮崎大学における情報化推進基本構想についての報告

があった。
また、この件については、組織体制の実現に向けて、情報戦略室（仮称）及び情報支援セン

ター（仮称）の設置を進めてほしい旨の発言があった。

６．第６回教育研究評議会について
学長から、本日開催された第６回教育研究評議会の主な議事の概要、各部局・センターの動

向等について報告があった。

７．その他
・国大協等主要会議の報告について

【 】 、 、学長から 席上配付資料 により 先日行われた国大協九州支部会議についての報告があり
来年度は本学が当番校となる旨の発言があった。

次回の役員会について
次回の定例役員会は、祝日のため曜日を変えて１１月２４日（金）１５時から、役員会（戦

略会議）は１１月２日（木）１４時４０分からの開催予定である旨の報告があった。


